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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注射器カートリッジ（３）からの流体を投与するための注射器カートリッジアプリケー
タ（１）において、該注射器カートリッジアプリケータは、
　アプリケータトリガ（１０）と、注射器カートリッジ保持組立体（１１）と、プランジ
ャ組立体（１３）とを有し、
　前記アプリケータトリガは枢動手段（１０ａ）により前記注射器カートリッジ保持組立
体に枢動可能に接続され、前記アプリケータトリガは、伸長位置から引込み位置へ第１の
方向に移動可能であり、
　前記アプリケータトリガは前記プランジャ組立体に動作可能に取り付けられ、前記アプ
リケータトリガの前記伸長位置から前記引込み位置への移動により、前記プランジャ組立
体が前記注射器カートリッジから流体を放出させ、
　前記注射器カートリッジ保持組立体は前記注射器カートリッジを取り外し可能に受け入
れ、前記注射器カートリッジの長手方向軸線（１４）が前記第１の方向に対して所定角度
傾けられるように、前記注射器カートリッジを保持するように構成され、前記所定角度は
６０度より大きく、１２０度より小さい、
　ことを特徴とする注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項２】
　前記所定角度は、７５度より大きく、１０５度より小さい、請求項１に記載の注射器カ
ートリッジアプリケータ。
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【請求項３】
　前記注射器カートリッジが投与位置にあるとき、前記所定角度は、実質的に直角である
、
　請求項１に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項４】
　前記注射器カートリッジアプリケータは、注射器カートリッジを、前記第１の方向に対
して実質的に平行に向けられた装填方向に摺動可能に受け入れる、案内組立体（３３）を
有する、
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項５】
　前記案内組立体は、前記注射器カートリッジのフランジ部分（３２）を摺動可能に受け
入れる少なくとも一つのトラックを含む、
　請求項４に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項６】
　前記案内組立体は、搬送ストリップ上に支持される複数の個別的な注射器カートリッジ
からなるカートリッジストリップ（１０１）を摺動可能に受け入れる少なくとも一つのト
ラックを含む、
　請求項４に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項７】
　前記注射器カートリッジアプリケータは、前記アプリケータトリガと枢動可能に接続さ
れ、前記注射器カートリッジ保持組立体と動作可能に接続された注射器カートリッジ割送
り組立体を有し、前記割送り組立体は、前記アプリケータトリガの前記伸長位置から前記
引込み位置への次の移動により、前記プランジャ組立体が前記注射器カートリッジストリ
ップの次の注射器カートリッジから流体を放出させるように、前の注射器カートリッジか
ら流体が投与された後に、前記注射器カートリッジストリップ上の次の注射器カートリッ
ジを前記投与位置に移動させるように構成される、
　請求項６に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項８】
　前記注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジを収容するトラック又はラ
ンプを形成する底部（３０９）及び側壁（３０８）を有し、前記トラック又はランプは湾
曲しており、前記カートリッジストリップが前記注射器カートリッジアプリケータを通過
して移動する際、前記カートリッジストリップは曲線経路をたどる、
　請求項６又は７に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項９】
　前記プランジャ組立体は、前記アプリケータトリガと動作可能に接続されたプランジャ
（２０）を含み、前記アプリケータトリガが前記伸長位置から前記引込み位置へ移行され
ると、前記プランジャの末端部は、前記注射器カートリッジに入り、前記注射器カートリ
ッジ内に配置されたフォロワ（２７）と係合し、流体を前記注射器カートリッジから放出
するように前記フォロワを前記注射器カートリッジ内を移動させるように構成され、前記
プランジャの末端部は、前期注射器カートリッジと密封状態で係合しない、
　請求項１に記載の注射器カートリッジアプリケータ。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の注射器カートリッジアプリケータに使用する注
射器カートリッジにおいて、
　前記注射器カートリッジは、投与するための流体を収容するための本体と、前記流体を
前記本体から放出するための針を有する投与側端部と、非投与側端部とを有し、使用中に
、注射器により前記カートリッジにかけられる圧力が、前記流体を前記注射器カートリッ
ジの針から放出させる、
　ことを特徴とする注射器カートリッジ。
【請求項１１】
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　前記カートリッジは、給送ストリップ上に間隔をあけた構成で保持される、
　請求項１０に記載の各カートリッジからなる複数の注射器カートリッジ。
【請求項１２】
　各カートリッジは、圧搾可能な袋形状である、
　請求項１０に記載の各注射器カートリッジからなる複数の注射器カートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数回注射のための獣医用注射器、すなわち、詳細には、大量の飼育動物を
治療する場合のように、多数の動物に注射しなければならない場合に、動物に注射するの
に使用する注射器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第4、020、838号明細書には、動物用投薬注射器（ノズルを介してのどに投薬
するため、又は注射針により投薬するためのもの）について記載されている。この注射器
は、ノズルに対して直角のハンドルを有する銃形状である。
【０００３】
　米国特許第6、554、161号明細書には、多胴式投薬装置について記載されている。交換
可能な部品により、供給する投薬量を変更することができる。
【０００４】
　米国特許第5、199、949号明細書には、複数回式薬剤用注射器について記載されている
。当該注射器は、そのハウジング内にインシュリンを収容する多数の無菌カートリッジを
有する。カートリッジは穴があけられ、針組立体を介して投薬することができるアキュム
レータ構成部に流体が流れ込む。
【０００５】
　米国特許第5、122、057号明細書には、歯科用カートリッジ投薬手段について記載され
ている。カートリッジは、レバー又はねじ回し操作により動作するピストンの動作により
、ペースト状物が放出される前に、銃尾開口部に配置され、注射器銃の所定位置に保持さ
れる。
【０００６】
　米国特許第6、616、634号明細書には、外科処置での疲労や筋肉の張りを低減するよう
にデザインされた人間工学的な注射器が示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　すべての乳用家畜に対して、乾乳期に、乳房を抗生物質で処置することが広く行われて
いる。近年、抗生物質は、ごく基本的な使い捨て注射器により投与される。１回につき乳
牛の乳房の１／４ずつが治療されるので、２５０頭の乳牛に対しては、１０００回の投与
が必要である。広く知られた苦情は、特に、２，３回を越える処置に適用している間に繰
り返し使用される場合に、現存する注射器が、保持しにくく、押し込むのが困難であり、
ユーザの指に負担をかけることである。
【０００８】
　在来の注射器では、２本の指と親指又は手のひらのみが、カートリッジの内容物を投与
するための力を加えるのに使われる。しかも、注射器の長手方向軸線は、ユーザによって
加えられる力の軸線方向と平行である。従って、乳牛の下部にある乳房に注入するために
、投与者は、やりにくそうにその体をよじって、注射器針を上方向に向けるようにしなけ
ればならず、不便であり、疲弊させる。
【０００９】
　在来の注射器の別の問題は、同じ位置で複数の乳首に注入する必要があることである。
現在、このため、ユーザが注射を再開するためには、使用した注射器を手動で交換し、再
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装填し、位置を動かすことを毎回繰り返し行う必要がある。また、カートリッジの内容物
の全てが、投与されたときを知ることが難しい。
【００１０】
　投与中における注射器ノズルの視認性は、目視による案内のために、乳房への処置中に
重要である。上述した問題により、注射器ノズルを見て、処置中にそれを正しい位置に案
内することは難しい。別の問題は、乳牛の乳房の下での空間の制限である。乳房のいくつ
かは、地面に対して非常に低く垂れており、乳首は、動物の足に非常に近い位置にある。
在来の注射器は、あまりコンパクトではないので、限られた空間に対するそのかさばる大
きさにより、任意の乳首に注射器をうまく操作することが難しい。
【００１１】
　乳房への適用におけるさらなる重要な側面は、無菌性である。注射器は、感染のリスク
を最小限にするために、無菌を維持し、乳首の汚染及びある乳牛の乳首と別の乳牛の乳首
間の相互汚染を防止しなければならない。現存する注射器のデザインでは、乳房への適用
中に無菌環境を維持するのは容易ではない。
【００１２】
　従って、より使いやすく、疲れにくく、信頼性があり、コンパクトであり、製造コスト
が高価でなく、及び／又は、適用中に起きる汚染のリスクを最小限にする改良された装置
の必要性がある。
【００１３】
　本明細書では、反対のことが明示的に述べられない限り、書類、文書又は知識の項目が
参照され、又は議論された場合、この参照又は議論は、書類、文書又は知識の項目、又は
それらの任意の組み合わせが、優先日に公に利用可能になり、公に知られ、一般常識の一
部になり、また、本明細書が関係するいかなる問題の解決の試みに関連して知られたと認
められる事実ではない。
【００１４】
　本発明の目的は、上述したいくつかの不利益及び制限を改善する改良された注射器を提
供し、公共に有用な選択を少なくとも提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　一つの観点において、本発明は、注射器カートリッジからの流体を投与するための注射
器カートリッジアプリケータにおいて、該装置は、伸長位置から引込み位置に移動可能な
アプリケータトリガと、アプリケータトリガと接続され、アプリケータトリガの伸長位置
から引込み位置への移動により、注射器カートリッジから流体を放出させるプランジャ組
立体と、注射器カートリッジを投与位置に取り外し可能に受け入れるように構成される注
射器カートリッジ保持組立体とを備える、注射器カートリッジアプリケータを提供する。
【００１６】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジの長手方向軸線にほ
ぼ垂直に向いた装填方向に注射器カートリッジを摺動可能に受け入れるための案内組立体
を含む。
【００１７】
　好ましくは、案内組立体は、注射器カートリッジのフランジ部分を摺動可能に受け入れ
る少なくとも一つのトラックを含む。
【００１８】
　好ましくは、案内組立体は、搬送ストリップ上に支持される複数の個別的な注射器カー
トリッジからなるカートリッジストリップを摺動可能に受け入れる少なくとも一つのトラ
ックを含む。
【００１９】
　好ましくは、アプリケータは、ユーザの親指により、一回に一つのカートリッジを投与
位置に送るカートリッジの移動を可能に構成される。
【００２０】
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　好ましくは、アプリケータは、アプリケータトリガ及び注射器カートリッジ保持組立体
と接続された注射器カートリッジ割送り組立体を有し、割送り組立体は、アプリケータト
リガの伸長位置から引込み位置への次の移動により、 プランジャ組立体が注射器カート
リッジストリップの次の注射器カートリッジから流体を放出させるように、前の注射器カ
ートリッジの内容物が投与された後に、注射器カートリッジストリップ上の次の注射器カ
ートリッジを投与位置に移動させるように構成される。
【００２１】
　好ましくは、注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジの長手方向軸線が
、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との間を移動する方向に対して所定角度傾
けられるように、投与位置に注射器カートリッジを保持するように構成され、所定角度は
、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００２２】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガと接続されたプランジャを含み
、伸長位置から引込み位置へ移行されると、プランジャの末端部は、注射器カートリッジ
に入り、注射器カートリッジ内に配置されたフォロワと係合し、流体が注射器カートリッ
ジから放出するようにフォロワを注射器カートリッジ内を移動させるように構成され、前
記プランジャの末端部は、前期注射器カートリッジと密封状態で係合しない。
【００２３】
　あるいは、本発明は、注射器アプリケータに使用する注射器カートリッジにおいて、注
射器カートリッジは、投与するための流体を収容するための本体と、流体を本体から放出
するための針を有する投与側端部と、非投与側端部とを有し、使用中に、注射器によりカ
ートリッジにかけられる圧力が、流体を注射器カートリッジの針から放出させる、注射器
カートリッジを提供する。
【００２４】
　好ましくは、給送ストリップ上に間隔をあけた構成で保持される複数のカートリッジが
ある。
　好ましくは、各カートリッジは、本体と、アプリケータのプランジャによって動かされ
るように構成される浮遊ピストンとを有する。
　あるいは、各カートリッジは、圧搾可能な袋形状であってもよい。
【００２５】
　別の態様において、本発明は、概して、ハウジング、及びあらかじめ装填された一つ以
上の注射器カートリッジのレセプタを有する注射器装置であって、注射器装置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置への第一の方向に移動可能なアプリケータトリガを備え
、
　（ｂ）アプリケータトリガと接続され、レセプタのすぐ近くに配置されるプランジャ組
立体を備え、アプリケータトリガの伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ
組立体は、注射器カートリッジから流体を放出させ、
　（ｃ）注射器カートリッジ保持組立体を備えるレセプタを備え、注射器カートリッジ保
持組立体は、投与位置に注射器カートリッジを取り外し可能に受け入れるように構成され
、注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジの長手方向軸線が、第一の方向
に対して所定角度傾斜するように、注射器カートリッジを投与位置に保持するように構成
され、所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００２６】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、注射器カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に
向いている。
【００２７】
　好ましくは、装置は、注射器カートリッジ解放器を含む注射器カートリッジ固定組立体
を含み、注射器カートリッジ解放器は、注射器カートリッジ解放器が注射器カートリッジ
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を（装置から）解放するのを妨げる固定位置と、注射器カートリッジ解放器が注射器カー
トリッジを装置から解放するのを妨げない解放位置との間を移動可能であり、注射器カー
トリッジ固定組立体は、注射器カートリッジが少なくとも実質的に全て投与されるまで、
注射器カートリッジ解放器の固定位置から解放位置への移動を妨げる。
【００２８】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、さらに、注射器カートリッジを排出状態
に付勢する付勢組立体を含み、付勢組立体は、注射器カートリッジ解放器が固定位置から
解放位置に移行すると、注射器カートリッジを自動的に排出するように構成される。
【００２９】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入り、注射器カートリッジ内
に配置されたフォロワと係合し、フォロワを注射器カートリッジ内で移動させ、注射器カ
ートリッジから流体を放出させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの
末端部は、注射器カートリッジと密封状態で係合しない。
【００３０】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入らずに、注射器カートリッジ
の表面と接触して、注射器カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、
アプリケータトリガと接続されるプランジャを含む。
【００３１】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジの長手方向軸線に実
質的に垂直に向いた装填方向に、注射器カートリッジを摺動可能に受け入れる案内組立体
を含む。
【００３２】
　好ましくは、案内組立体は、注射器カートリッジのフランジ部分を摺動可能に受け入れ
る少なくとも一つのトラックを含む。
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、注射器カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００３３】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、少なくとも一つの注射器カートリッジの
内容物を受け入れ、投与するように構成される。
　好ましくは、注射器カートリッジは、各注射器カートリッジの排出後、それぞれの投与
のために給送される注射器カートリッジセットの一部である。
【００３４】
　さらなる態様において、本発明は、概して、注射器カートリッジから流体を投与する注
射器カートリッジ投与装置であって、該装置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置に移動可能なアプリケータトリガを備え、
　（ｂ）アプリケータトリガと接続されるプランジャ組立体を備え、アプリケータトリガ
の伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ組立体は注射器カートリッジから
流体を放出させ、
　（ｃ）注射器カートリッジ保持組立体を備え、注射器カートリッジ保持組立体は、注射
器カートリッジを投与位置に取り外し可能に受け入れるように構成され、
　（ｄ）注射器カートリッジ固定組立体を備え、注射器カートリッジ固定組立体は、注射
器カートリッジ解放器を含み、注射器カートリッジ解放器は、注射器カートリッジを前記
装置から解放するのを妨げる固定位置と、注射器カートリッジ解放器が注射器カートリッ
ジを装置から解放するのを妨げない解放位置との間を移動可能であり、注射器カートリッ
ジ固定組立体は、アプリケータトリガが引込み位置にくるまで、注射器カートリッジ解放
器を固定位置から解放位置への移動を妨げる。
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　（ｅ）注射器カートリッジを排出状態に付勢する付勢組立体を備え、付勢組立体は、注
射器カートリッジ解放器が固定位置から解放位置に移行すると、注射器カートリッジを自
動的に排出するように構成される。
【００３５】
　好ましくは、注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジの長手方向軸線が
、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置との間を移動するときのアプリケータの
移動する方向に対して所定角度傾斜するように、注射器カートリッジを投与位置に保持す
るように構成され、所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００３６】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、注射器カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に
向いている。
【００３７】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入り、注射器カートリッジ内
に配置されたフォロワと係合し、フォロワを注射器カートリッジ内で移動させ、注射器カ
ートリッジから流体を放出させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの
末端部は、注射器カートリッジと密封状態で係合しない。
【００３８】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入らずに、注射器カートリッジ
の表面と接触して、注射器カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、
アプリケータトリガと接続されているプランジャを含む。
【００３９】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジの長手方向軸線に実
質的に垂直に向いた装填方向に、注射器カートリッジを摺動可能に受け入れる案内組立体
を含む。
【００４０】
　好ましくは、案内組立体は、注射器カートリッジのフランジ部分を摺動可能に受け入れ
る少なくとも一つのトラックを含む。
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、注射器カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
【００４１】
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００４２】
　別の態様において、本発明は、概して、注射器カートリッジストリップ上の複数の注射
器カートリッジから流体を連続的に投与する注射器カートリッジ投与装置であって、該装
置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置に移動可能なアプリケータトリガを備え、
　（ｂ）注射器カートリッジ保持組立体を備え、注射器カートリッジ保持組立体は、注射
器カートリッジストリップを取り外し可能に受け入れ、注射器カートリッジストリップ上
の一つの注射器カートリッジを投与位置に保持するように構成され、
　（ｃ）アプリケータトリガと接続されるプランジャ組立体を備え、アプリケータトリガ
の伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ組立体は、投与位置にある注射器
カートリッジから流体を放出させ、
　（ｄ）アプリケータトリガ及び注射器カートリッジ保持組立体と接続される注射器カー
トリッジ割送り組立体を備え、伸長位置から引込み位置へのアプリケータトリガの次の移
動により、プランジャ組立体が、注射器カートリッジストリップの次の注射器カートリッ
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ジから流体を放出させるように、割送り組立体は、前の注射器カートリッジの内容物が投
与された後に、注射器カートリッジストリップ上の次の注射器カートリッジを投与位置に
移動させる。
【００４３】
　好ましくは、注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジの長手方向軸線が
、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置との間を移動するときのアプリケータの
移動する方向に対して所定角度傾斜するように、注射器カートリッジを投与位置に保持す
るように構成され、所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００４４】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、注射器カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に
向いている。
【００４５】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入り、注射器カートリッジ内
に配置されたフォロワと係合し、フォロワを注射器カートリッジ内で移動させ、注射器カ
ートリッジから流体を放出させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの
末端部は、注射器カートリッジと密封状態で係合しない。
【００４６】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部が注射器カートリッジに入らずに、注射器カートリッジ
の表面と接触して、注射器カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、
アプリケータトリガと接続されるプランジャを含む。
【００４７】
　好ましくは、注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジの長手方向軸線に実
質的に垂直に向いた装填方向に、注射器カートリッジストリップを摺動可能に受け入れる
案内組立体を含む。
【００４８】
　あるいは、注射器カートリッジ投与装置は、アプリケータの周囲を実質的に囲むように
向けた装填方向に、注射器カートリッジストリップを摺動可能に受け入れる案内組立体を
含む。
【００４９】
　好ましくは、案内組立体は、注射器カートリッジストリップのフランジ部分を摺動可能
に受け入れる少なくとも一つのトラックを含む。
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、注射器カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
【００５０】
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００５１】
　別の態様において、本発明は、概して、注射器カートリッジ投与装置に使用するための
注射器カートリッジストリップであって、該注射器カートリッジストリップは、間隔を置
いた複数の注射器カートリッジと接続されるように構成される底部を備え、各注射器カー
トリッジは、投与するための流体を収容するように構成される本体と、流体を本体から放
出可能に構成される投与側端部と、注射器カートリッジ投与装置のプランジャ又は他の機
構がそれと接触又は係合して、流体を注射器カートリッジから放出可能に構成される非投
与側端部とを有する。
【００５２】
　好ましくは、底部は、注射器カートリッジストリップを、使用されている注射器カート
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リッジに対して自動的に割送り可能な割送り手段を備える。
　好ましくは、割送り手段は、間隔を置いた注射器カートリッジのそれぞれの間に配置さ
れる割送り孔の形態である。
【００５３】
　あるいは、割送り手段は、間隔を置いた注射器カートリッジのそれぞれの間の底部の各
縁部に配置された対向する一対の凹部の形態である。
　好ましくは、注射器カートリッジストリップ上の各注射器カートリッジの投与側端部は
、保護キャップを有する。
【００５４】
　好ましくは、各注射器カートリッジ内に収容される流体は、注射器カートリッジ内に密
封され、各注射器カートリッジは、注射器カートリッジ内の流体の解放が必要な時に、密
封に穴をあける穿孔機構を含む。
【００５５】
　好ましくは、注射器カートリッジの非投与側端部は、使用中に、注射器カートリッジ本
体内に摺動可能に嵌合するように寸法決めされるプランジャのヘッドが、接触して、注射
器カートリッジの投与側端部から流体を放出可能に構成されるフォロワを含む。
　あるいは、注射器カートリッジは、注射器カートリッジの非投与側端部の表面に接触し
、注射器カートリッジの投与側端部から流体を放出させるプランジャ又は他の機構のよう
に構成される。
【００５６】
　さらなる態様において、本発明は、概して、注射器カートリッジ投与装置に使用する注
射器カートリッジであって、該注射器カートリッジストリップは、投与するための流体を
収容にするように構成される本体と、流体を本体から放出可能に構成される針を有する投
与側端部と、注射器カートリッジ投与装置のプランジャ又は他の機構がそれと接触又は係
合して、流体を注射器カートリッジの針から放出可能に構成される非投与側端部とを有し
、非投与側端部は、注射器カートリッジ保持組立体によって保持されるように構成される
底部を有する。
【００５７】
　好ましくは、非投与側端部は、プランジャが係合するように構成される外面を有する可
動ピストンによって閉じられる。
　さらに好ましくは、ピストンは、カートリッジの本体内の流体の実質的に全てが針を通
じて放出可能なような、投与側端部の形状に相補的な形状の内面を有する。
【００５８】
　好ましくは、使用前に、針は、はずすことができる安全キャップで覆われる。
【００５９】
　各カートリッジの先端は、動物に流体を注入可能な針であるが、本発明の構成は、所定
量の他の流体を投与器から投与する用途を有することが可能である。
【００６０】
　従って、さらなる態様において、本発明は、概して、カートリッジから流体を投与する
ための注射器カートリッジ投与装置であって、該カートリッジ投与装置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置への第一の方向に移動可能なアプリケータトリガを備え
、
　（ｂ）アプリケータトリガと接続されるプランジャ組立体を備え、アプリケータトリガ
の伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ組立体はカートリッジから流体を
放出させ、
　（ｃ）カートリッジ保持組立体を備え、カートリッジ保持組立体は、投与位置にカート
リッジを受け入れるように取り外し可能に構成され、カートリッジ保持組立体は、カート
リッジの長手方向軸線が、第一の方向に対して所定角度傾斜するように、カートリッジを
投与位置に保持するように構成され、所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より
小さい。
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【００６１】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に向いて
いる。
【００６２】
　好ましくは、装置は、カートリッジ解放器を含むカートリッジ固定組立体を含み、カー
トリッジ解放器は、カートリッジ解放器がカートリッジを（装置から）解放するのを妨げ
る固定位置と、カートリッジ解放器がカートリッジを装置から解放するのを妨げない解放
位置との間を移動可能であり、カートリッジ固定組立体は、カートリッジが少なくとも実
質的に全て投与されるまで、カートリッジ解放器の固定位置から解放位置への移動を妨げ
る。
【００６３】
　好ましくは、カートリッジ投与装置は、さらに、カートリッジを排出状態に付勢する付
勢組立体を含み、付勢組立体は、カートリッジ解放器が固定位置から解放位置に移行する
と、カートリッジを自動的に排出するように構成される。
【００６４】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入り、カートリッジ内に配置された
フォロワと係合し、フォロワをカートリッジ内で移動させ、カートリッジから流体を放出
させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの末端部は、カートリッジと
密封状態で係合しない。
【００６５】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入らずに、カートリッジの表面と接触
して、カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、アプリケータトリガ
と接続されるプランジャを含む。
【００６６】
　好ましくは、カートリッジ投与装置は、カートリッジの長手方向軸線に実質的に垂直に
向いた装填方向に、カートリッジを摺動可能に受け入れる案内組立体を含む。
　好ましくは、案内組立体は、カートリッジのフランジ部分を摺動可能に受け入れる少な
くとも一つのトラックを含む。
【００６７】
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００６８】
　好ましくは、カートリッジ投与装置は、少なくとも一つのカートリッジの内容物を受け
入れ、投与するように構成される。
　好ましくは、カートリッジは、各カートリッジの排出後、それぞれの投与のために送り
込まれるカートリッジセットの一部である。
【００６９】
　さらなる態様において、本発明は、概して、流体をカートリッジから投与するカートリ
ッジ投与装置であって、該装置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置に移動可能なアプリケータトリガを備え、
　（ｂ）アプリケータトリガと接続されるプランジャ組立体を備え、アプリケータトリガ
の伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ組立体はカートリッジから流体を
放出させ、
　（ｃ）カートリッジ保持組立体を備え、カートリッジ保持組立体は、カートリッジを投
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与位置に取り外し可能に受け入れるように構成され、
　（ｄ）カートリッジ固定組立体を備え、カートリッジ固定組立体は、カートリッジ解放
器を含み、カートリッジ解放器は、カートリッジを装置から解放するのを妨げる固定位置
と、カートリッジ解放器がカートリッジを装置から解放するのを妨げない解放位置との間
を移動可能であり、カートリッジ固定組立体は、アプリケータトリガが引込み位置にくる
まで、カートリッジ解放器を固定位置から解放位置への移動を妨げる。
　（ｅ）カートリッジを排出状態に付勢する付勢組立体を備え、付勢組立体は、カートリ
ッジ解放器が固定位置から解放位置に移行すると、カートリッジを自動的に排出するよう
に構成される。
　好ましくは、カートリッジ保持組立体は、カートリッジの長手方向軸線が、アプリケー
タトリガが伸長位置から引込み位置との間を移動するときのアプリケータの移動する方向
に対して所定角度傾斜するように、カートリッジを投与位置に保持するように構成され、
所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００７０】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に向いて
いる。
【００７１】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入り、カートリッジ内に配置された
フォロワと係合し、フォロワをカートリッジ内で移動させ、カートリッジから流体を放出
させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの末端部は、カートリッジと
密封状態で係合しない。
【００７２】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入らずに、カートリッジの表面と接触
して、カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、アプリケータトリガ
と接続されるプランジャを含む。
【００７３】
　好ましくは、カートリッジ投与装置は、カートリッジの長手方向軸線に実質的に垂直に
向いた装填方向に、カートリッジを摺動可能に受け入れる案内組立体を含む。
　好ましくは、案内組立体は、カートリッジのフランジ部分を摺動可能に受け入れる少な
くとも一つのトラックを含む。
【００７４】
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００７５】
　さらなる態様において、本発明は、概して、カートリッジストリップ上の複数のカート
リッジから流体を連続的に投与するカートリッジ投与装置であって、該装置は、
　（ａ）伸長位置から引込み位置に移動可能なアプリケータトリガを備え、
　（ｂ）カートリッジ保持組立体を備え、カートリッジ保持組立体は、カートリッジスト
リップを取り外し可能に受け入れ、カートリッジストリップ上の一つのカートリッジを投
与位置に保持するように構成され、
　（ｃ）アプリケータトリガと接続されるプランジャ組立体を備え、アプリケータトリガ
の伸長位置から引込み位置への移動により、プランジャ組立体は、投与位置にあるカート
リッジから流体を放出させ、
　（ｄ）アプリケータトリガ及びカートリッジ保持組立体と接続されるカートリッジ割送
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り組立体を備え、伸長位置から引込み位置へのアプリケータトリガの次の移動により、プ
ランジャ組立体が、カートリッジストリップの次のカートリッジから流体を放出させるよ
うに、割送り組立体は、前のカートリッジの内容物が投与された後に、カートリッジスト
リップ上の次のカートリッジを投与位置に移動させる。
【００７６】
　好ましくは、カートリッジ保持組立体は、カートリッジの長手方向軸線が、アプリケー
タトリガが伸長位置から引込み位置との間を移動するときのアプリケータの移動する方向
に対して所定角度傾斜するように、カートリッジを投与位置に保持するように構成され、
所定角度は、約４５度より大きく、約１３５度より小さい。
【００７７】
　好ましくは、所定角度は、約６０度より大きく、約１２０度より小さい。
　あるいは、所定角度は、約７５度より大きく、約１０５度より小さい。
　あるいは、カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して実質的に垂直に向いて
いる。
【００７８】
　好ましくは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移
行したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入り、カートリッジ内に配置された
フォロワと係合し、フォロワをカートリッジ内で移動させ、カートリッジから流体を放出
させるように、アプリケータトリガと接続され、プランジャの末端部は、カートリッジと
密封状態で係合しない。
【００７９】
　あるいは、プランジャ組立体は、アプリケータトリガが伸長位置から引込み位置に移行
したときに、プランジャの末端部がカートリッジに入らずに、カートリッジの表面と接触
して、カートリッジから流体を排出させるように構成されるように、アプリケータトリガ
と接続されるプランジャを含む。
【００８０】
　好ましくは、カートリッジ投与装置は、カートリッジの長手方向軸線に実質的に垂直に
向いた装填方向に、カートリッジストリップを摺動可能に受け入れる案内組立体を含む。
　あるいは、カートリッジ投与装置は、アプリケータの周囲を実質的に囲むように向けた
装填方向に、カートリッジストリップを摺動可能に受け入れる案内組立体を含む。
【００８１】
　好ましくは、案内組立体は、カートリッジストリップのフランジ部分を摺動可能に受け
入れる少なくとも一つのトラックを含む。
　好ましくは、アプリケータトリガは、アプリケータトリガが伸長位置と引込み位置との
間を回転するように、カートリッジ投与装置に枢動可能に結合される。
【００８２】
　好ましくは、アプリケータトリガは、その伸長位置から引込み位置の移動の間に、ユー
ザの手の少なくとも４本の指を受け入れるように構成される。
【００８３】
　別の態様において、本発明は、概して、カートリッジ投与装置に使用するためのカート
リッジストリップであって、該カートリッジストリップは、間隔を置いた複数のカートリ
ッジと接続されるように構成される底部を備え、各カートリッジは、投与するための流体
を収容するように構成される本体と、流体を本体から放出可能に構成される投与側端部と
、カートリッジ投与装置のプランジャ又は他の機構がそれと接触又は係合して、流体をカ
ートリッジから放出可能に構成される非投与側端部とを備える。
【００８４】
　好ましくは、底部は、カートリッジストリップを、使用されているカートリッジに対し
て自動的に割送り可能な割送り手段を備える。
　好ましくは、割送り手段は、間隔を置いたカートリッジのそれぞれの間に配置される割
送り孔の形態である。
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　あるいは、割送り手段は、間隔を置いたカートリッジのそれぞれの間の底部の各縁部に
配置された対向する一対の凹部の形態である。
【００８５】
　好ましくは、カートリッジストリップ上の各カートリッジの投与側端部は、保護キャッ
プを有する。
　好ましくは、各カートリッジ内に収容される流体は、カートリッジ内に密封され、各カ
ートリッジは、カートリッジ内の流体の解放が必要な時に、密封に穴をあける穿孔機構を
含む。
【００８６】
　好ましくは、カートリッジの非投与側端部は、使用中に、カートリッジ本体内に摺動可
能に嵌合するように寸法決めされるプランジャのヘッドが、接触して、カートリッジの投
与側端部から流体を放出可能に構成されるフォロワを含む。
　あるいは、カートリッジは、カートリッジの非投与側端部の表面に接触し、カートリッ
ジの投与側端部から流体を放出させるプランジャ又は他の機構のように構成される。
　本発明は、以下の図面を参照しつつ、例示のみとして記載される。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明の好ましい実施形態における注射器カートリッジ投与装置に使用される注
射器カートリッジ（キャップは取り外されている）の斜視図である。
【図２】一つの注射器カートリッジ（注射器カートリッジは図示せず）を投与するための
注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図３】注射器カートリッジが所定位置にある図２の注射器カートリッジ投与装置の斜視
図である。
【図４】針上の保護キャップが取り外される前の中立位置における、注射器カートリッジ
投与装置の内部機構の斜視図である。
【図５】一回分の投与量が投与された後の注射器カートリッジ投与装置の内部機構の斜視
図である。
【図６】トリガが部分的に解放され、プランジャが引っ込んでいる状態の注射器カートリ
ッジ投与装置の内部機構の斜視図である。
【図７】注射器カートリッジ解放機構が作動している状態の注射器カートリッジ投与装置
の内部機構の斜視図である。
【図８】複数の注射器カートリッジに使用する注射器カートリッジ投与装置の第二の実施
形態の側面図である。
【図９】複数の注射器カートリッジがアプリケータに装填された状態の図８に示される注
射器カートリッジ投与装置の側面図である。
【図１０】本発明の好ましい実施形態における注射器カートリッジの側断面図である。
【図１０Ａ】図１０に示される注射器カートリッジ投与装置に使用する好ましい注射器カ
ートリッジの側断面図である。
【図１１】注射器カートリッジストリップ部分が装填された状態の注射器カートリッジ投
与装置の側断面図である。
【図１２】注射器カートリッジストリップが停止位置に装填された状態の注射器カートリ
ッジ投与装置の側断面図である。
【図１３】一回分の投与量の一部が投与されているのを示す注射器カートリッジ投与装置
の側断面図である。
【図１４】一回分の投与量すべてが投与されたのを示す注射器カートリッジ投与装置の側
断面図である。
【図１５】プランジャが完全に戻り、注射器カートリッジが部分的に割送りされたのを示
す注射器カートリッジ投与装置の側断面図である。
【図１６】ハンドルが完全に戻り、注射器カートリッジが割送りされて次の投与の準備が
できたのを示す注射器カートリッジ投与装置の側断面図である。
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【図１７】注射器カートリッジ投与装置のさらなる実施形態の側断面図である。
【図１８】図１７の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図１８Ａ】図１７及び１８の注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カー
トリッジストリップの側面図である。
【図１８Ｂ】注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カートリッジストリッ
プのさらなる実施形態の斜視図である。
【図１８Ｃ】注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カートリッジストリッ
プのさらなる実施形態の斜視図である。
【図１９】注射器カートリッジ保持組立体の変形を伴った注射器カートリッジ投与装置の
さらなる実施形態の側面図である。
【図２０】図１９の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図２１】注射器カートリッジ保持組立体のさらなる変形を伴った注射器カートリッジ投
与装置のさらなる実施形態の側面図である。
【図２２】図２１の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図２３】注射器カートリッジ保持組立体のさらなる変形を伴った注射器カートリッジ投
与装置のさらなる実施形態の側面図である。
【図２４】図２３の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図２５】注射器カートリッジ保持組立体のさらなる変形を伴った注射器カートリッジ投
与装置のさらなる実施形態の側面図である。
【図２６】図２５の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図２７】注射器カートリッジ保持組立体のさらなる変形を伴った注射器カートリッジ投
与装置のさらなる実施形態の側面図である。
【図２７Ａ】注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カートリッジストリッ
プのさらなる実施形態を示す。
【図２８】図２７の実施形態の側面図であり、後部よりも、前部からの注射器カートリッ
ジの排出を示す。
【図２９】注射器カートリッジ投与装置及びそれに使用される注射器カートリッジストリ
ップのさらなる実施形態の側面図である。
【図３０】Ａ－Ｎは、複数回式注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カー
トリッジストリップのさらなる実施形態を示す。
【図３１】Ａ－Ｃは、注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カートリッジ
ストリップのさらなる実施形態を示す。
【図３２】Ａ－Ｃは、注射器カートリッジ投与装置に使用するための注射器カートリッジ
ストリップのさらなる実施形態を示す。
【図３３】注射器カートリッジ投与装置のさらなる実施形態の側面図である。
【図３４】図３３の注射器カートリッジ投与装置の斜視図である。
【図３５】Ａ－Ｄは、注射器カートリッジ投与装置のさらなる実施形態を示す。
【発明を実施するための形態】
【００８８】
　実施形態は、特に、乳房に抗生物質を投与する使用に関して説明され、例示されるが、
これは、もっぱら例示目的のみのためであることに注意すべきである。
【００８９】
　流体が注射器から投与される必要があるいかなる処置に使用されてもよい。さらに、用
語「カートリッジ」は、詳細な説明では、一般的な意味で用いられる。さらに、用語「カ
ートリッジ」は、流体を保持するための収容器として定義され、いくつかの適切な例は、
注射器、貯蔵器、胴部、容器であり、流体は、液体、気体、粉末やそれらの組み合わせの
ようなである流体に類似した特性を有する固体を含む。本発明の装置が、針先端部を有さ
ないカートリッジと使用されるいくつかの適用があってもよい。
【００９０】
　以下の説明は、本発明、すなわち、注射器カートリッジ投薬装置の好ましい実施の形態
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に関する発明について記載する。本発明は、単に本発明を例示するのみであるこれらの好
ましい実施の形態に限られるものではなく、本発明の範囲から逸脱することなく、容易に
明らかとなる可能な変更及び変形が意図され、含まれる。
【００９１】
　図１－７は、動物に一回投与分の薬剤を供給する単式注射器カートリッジの内容物を投
与するための注射器カートリッジ投与装置に関する発明の実施の形態を示す。図８－２９
は、１匹以上の動物に複数回投与分の薬剤を供給する複数回式注射器カートリッジの内容
物を連続して投与する注射器カートリッジ投与装置に関する発明の更なる実施の形態を示
す。
【００９２】
　各カートリッジは、単独であるか搬送ストリップ上に備えられているかを問わず、針先
端部を有する。抗生物質の乳房内注射に使用するためのカートリッジの場合、針先端部は
、相対的に短く、これは、取り扱いを容易にし（単一のカートリッジの場合）、さらに、
保護用キャップの取り外しを容易にする。しかしながら、ある適用には、より長い針が必
要とされる。図は、各カートリッジの投与側端部に取り付けられた短い針のみを示す。
【００９３】
　（単式注射器カートリッジ投与装置）
　注射器カートリッジ投与装置（一般的に図２の符号１に示される）は、注射器カートリ
ッジ３（図１）から流体を投与するように構成される。注射器カートリッジ３は、投与す
るための流体を収容するように構成される側壁と端部で形成される本体４を有し、本体は
、投与側端部５及び非投与側端部６を有する。投与側端部５は、先端の短い針を介して本
体４から流体を放出されるように構成され、非投与側端部６は、プランジャに着脱可能に
構成される。装置１は、注射器カートリッジ保持組立体１１に枢動手段１０ａ（図４）に
よって枢動可能に結合されたアプリケータトリガ１０を含み、そのようなトリガは、図２
に示すように、第一の方向１２に移動可能である。また、トリガ１０は、図４－７に示す
ように、プランジャ組立体１３に操作可能に取り付けられ、トリガ１０の伸長位置から引
込み位置への移動により、プランジャ組立体を所定ストローク動かし、注射器カートリッ
ジから流体を出す。トリガ１０は、使用中に、アプリケータトリガが伸長位置から引込み
位置へ移動する間、ユーザの手の少なくとも４本の指を受けるように形作られ、寸法決め
される。装置の使い心地、特に、使用者の手と手首に対する注射器カートリッジとノズル
の角度又は関係、及び手のより広いグループの筋肉への投与する力の配分は、重要である
。
【００９４】
　すべての場合において、カートリッジ本体は、透明又は半透明の材料で形成されること
が好ましい。典型的には、カートリッジ本体は、フォロワ（浮遊プランジャ）の位置が視
認可能となるように、透明プラスチック材料からブロー成形又は射出成形される。実際、
フォロワ（後述）は、そのカートリッジの本体の下への移動が容易に確かめることができ
るように色付けされることが好ましい。色付けされたフォロワと透明又は半透明の本体の
組み合わせにより、操作者が、カートリッジの内容物が注射器の針を通して完全に投与さ
れたかを見て、素早く確かめることができることが好ましい。
【００９５】
　注射器カートリッジ保持組立体１１は、第一の方向１２に対する第二の方向１４（注射
器カートリッジとプランジャ１３の長手方向軸線）に関連して定められた所定角度の向き
又は傾斜で、注射器カートリッジ３を投与位置に受け入れ、保持する。所定角度は、例え
ば、４５度より大きく１３５度より小さい角度、６０度と１２０度の間、７５度と１０５
度との間、又は９０度である。
【００９６】
　装置１は、注射器カートリッジ解放手段１７を含む注射器カートリッジ固定組立体１６
を含んでいてもよい。注射器カートリッジ解放手段１７は、注射器カートリッジ解放手段
１７が装置１から注射器カートリッジ３を解放するのを妨げる固定位置と、注射器カート
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リッジ解放手段１７が注射器カートリッジ３を解放するのを妨げない解放位置との間を移
動可能である。注射器カートリッジ固定組立体１６は、注射器カートリッジ３が、図５に
示すように、少なくとも実質的に完全に投与されるまで、注射器カートリッジ解放手段が
固定位置から解放位置に移動するのを妨げる。
【００９７】
　プランジャ組立体１３は、摺動可能に搭載される浮遊ラッチ手段１９を含み、浮遊ラッ
チ手段１９は、プランジャ２０に作動的に取り付けられる。プランジャ２０は、ヘッド部
材２２に作動的に結合又は接続されたシャフト２１を備える。ヘッド部材２２は、使用中
に、プランジャ２０が注射器カートリッジ３の非投与側端部から投与側端部に移動可能と
なるように、注射器カートリッジ本体内を摺動的に嵌合するように寸法決めされる。注射
器カートリッジ３は、フォロワ２７（浮遊ピストン）を有し、フォロワ２７は、注射器カ
ートリッジ３の非投与側端部に配置され、使用中に、プランジャヘッド２０が接触し、注
射器カートリッジ本体から流体を押すことができるように構成される。フォロワは、カー
トリッジの液体内容物とプランジャ間の無菌障壁を提供するＯリングシールを有する。フ
ォロワは、カートリッジの投与側端部の内部と相補的になるように形作られる。これによ
り、フォロワがカートリッジの胴部の端部に対して真上に押されると、カートリッジ内か
ら液体の実質的にすべてを放出することができる。カートリッジは、規定サイズであり、
規定量の液体が充填されているので、本発明のカートリッジ投与装置を使用する場合、各
カートリッジが確実に所定量の液体を送出することができる。注射器カートリッジ解放手
段１７は、トリガ１０と枢動可能に結合され且つプランジャ組立体１３と結合される本体
を含む。注射器カートリッジ解放手段１７は、レバー部２３を有する本体を含む。
【００９８】
　トリガ１０は、アーム２４を含み、アームの一端は、トリガの一端に固定して配置され
る。アームの末端は、戻り止め手段２５を含み、戻り止め手段２５は、浮遊ラッチ手段１
９のトラック２６に摺動可能及び捕捉されて配置され、使用中、トリガ１０が移動又は回
転され、プランジャヘッドを押し、次に注射器カートリッジフォロワ２７を押し、次いで
、フォロワが注射器カートリッジ本体内で摺動可能に上下動して、注射器カートリッジ３
から流体内容物を押して投与する。浮遊ラッチ手段１９は、プランジャシャフト２１を摺
動可能に捕捉する中空部又は枠組み本体を備える。
【００９９】
　バネ状であってもよい第一付勢手段（図示せず）が、注射器カートリッジ解放手段１７
に設けられ、解放手段及び注射器カートリッジを注入位置に付勢し、注射器カートリッジ
解放手段１７が固定位置から解放位置に移動すると、注射器カートリッジ３を自動的に排
出するように構成される。プランジャに作用する圧縮バネ状であってよい第二付勢手段（
図示せず）は、図２に示すように、トリガ１０を静止又は開始位置に戻す力を提供する。
【０１００】
　代わりに、カートリッジは手動で挿入され、手動で排出されてもよい。このアプリケー
タの形状は、ユーザが親指でカートリッジを所定位置に押し込み、使用されたカートリッ
ジを親指を使って押し出すことを可能とする。
【０１０１】
　注射器カートリッジは、注射器カートリッジの非投与側端部に位置する張り出し部を含
む。張り出し部は、フランジ、リップ又はリム３２形状であってもよく、離間した部分で
構成されてもよく、連続的なリップ、リム又はフランジ３２形状であってもよい。注射器
カートリッジ投与装置１は、注射器カートリッジの長手方向軸線１４に実質的に垂直に配
向された装填方向に、注射器カートリッジ３を摺動させて受け入れる案内組立体３３を含
んでいてもよい。案内組立体３３は、注射器カートリッジ３のフランジ、リップ又はリム
の部分を摺動させて受け入れる少なくとも一つのトラック（図示せず）を含む。
【０１０２】
　使用中、注射器カートリッジ投与装置は、図３に示されるように、前部３７、後面３８
、頂部３９及び底部４０を有する。装置は、図３に示されるように、装置の機構とトリガ
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１０に対するカバー部３５及び、トリガをハンドル部３６に対して移動可能とするハンド
ル部３６として機能させるケーシングを含む。ハンドル部３６は、プランジャに対する付
勢力を与えるために、プランジャに対して接触する第二付勢手段又は圧縮バネのためのハ
ウジングを提供する。さらに、図３に示されるように、カバー部３５及びトリガの頂部は
、注射器カートリッジ保持組立体１１を形成するために、案内組立体３３のトラック（図
示せず）に対して張り出し部と内部側壁を有する孔を共に形成し、それにより、注射器カ
ートリッジ解放手段の一部及びレバー部２３は、視認のために露出され、注射器カートリ
ッジ３は、注射器カートリッジがカバー部３５の内部後面３８に接触するまで所定位置に
適切に前方に押されると、注射器カートリッジベース６をレバー部２３に静止させた状態
で、前部３７からトラックに装填可能となる。
【０１０３】
　注射器カートリッジは、装置１の前部３７から装填される。注射器カートリッジ保持組
立体１１の張り出し部の各側部は、注射器カートリッジが垂直方向に移動するのを妨げる
。注射器カートリッジ保持組立体１１の側壁は、注射器カートリッジが水平方向又は側方
に移動するのを妨げる。注射器カートリッジが装填されると、注射器カートリッジ解放手
段１７は、注射器カートリッジ３を頂部に通すために、（軌道をはずれて）下方向に枢動
する。注射器カートリッジ３が注射器カートリッジ解放手段１７を過ぎて移動すると、注
射器カートリッジ解放手段は、次いで、上方向に枢動し（注射器カートリッジ解放手段に
作用する第一付勢手段又はバネにより提供される力）、注射器カートリッジ３が前方に移
動するのを妨げる。注射器カートリッジ保持組立体１１の後壁は、注射器カートリッジが
後方に移動するのを妨げる。この段階において、注射器カートリッジは、効果的に制限さ
れ、支持されるとともに、アプリケータプランジャの上に同心に配置／整列される。排出
バネは、注射器カートリッジ保持組立体の後部に配置される。注射器カートリッジが注射
器カートリッジ保持組立体に挿入されると、注射器カートリッジは、排出バネ（図示せず
）を押し、バネを“装填”する。装填された排出バネ（図示せず）は、使用された注射器
カートリッジを排出する力を提供する。
【０１０４】
　注射器カートリッジが保護用キャップを有している場合、それは取り除かれる。それか
ら、アプリケータトリガ１０は強く引かれ、一回分の投薬量を投与するストロークを開始
する。トリガが強く引かれると、トリガアーム２４が反時計回りで上方向に移動する。ト
リガアーム２４は、プランジャ組立体１３に対して作用し、プランジャ組立体１３を垂直
に上方向に移動させる。プランジャ組立体１３は、垂直方向にのみ移動可能に案内される
。トリガアーム２４とプランジャ組立体１３間のインターフェース（接触面／接続）は、
プランジャが垂直動作のみで移動している間、トリガアームが回転動作で移動するのを可
能にする。トリガアーム２４が作用するプランジャ組立体１３上のインターフェースは、
プランジャの後側にずれる。これにより、同じ移動比（トリガ１０とプランジャ組立体１
３間の移動比）を維持しつつ、枢動手段１０ａが、プランジャ組立体１３の軸線１４に近
づくように移動する。プランジャ組立体１３の角度は、注射器カートリッジ３の角度を決
定するので、プランジャ組立体１３の軸線１４は、注射器カートリッジ投与装置の人間工
学性に重要である。さらなる有用な特徴は、トリガの前部からハンドルの後部までの距離
である－アプリケータの全ての使用者が手を伸ばさなければならないことなく、彼らの指
がトリガに快適に届くようにすべきである。トリガの枢動ポイントがプランジャに近づく
ように移動することによって、トリガは、ハンドルにより近い状態を保ち、全体ユニット
がさらによりコンパクトに保たれる。
【０１０５】
　プランジャ組立体１３は、上方向に移動すると、それと一緒に浮遊ラッチ手段１９を搬
送する。プランジャ組立体１３がそのストロークの頂部に到達する（そして、それにより
実質的にすべての流体が注射器カートリッジから投与される）と、浮遊ラッチ手段１９は
、注射器カートリッジ解放手段１７のフレキシブルキャッチ又はレバー部２３を越えるよ
うに押す。トリガ１０が解放されると、プランジャ組立体１３は下方向に移動し始めるが
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、浮遊ラッチ手段１９は、注射器カートリッジ解放手段１７によって保持されているので
、移動しない。プランジャ組立体１３に作用する大きな圧縮バネ（図示せず）は、トリガ
アーム２４及びトリガ１０をその静止／開始位置に戻す力を提供する。
【０１０６】
　プランジャ組立体１３が下方向に移動を開始すると、フォロワ２７の後ろに離れ、この
とき、フォロワ２７は、投与側端部の内部にぴったりあって押し上げられる。上述したよ
うに、カートリッジの本体を、ＰＥＴ又は他の適切なプラスチック材料（又はガラスで形
成する場合もあり得る）のような透明又は半透明の材料で形成することによって、フォロ
ワの位置をユーザが容易に視認でき、ユーザは、カートリッジの内容物が完全に投与され
たことを見て確かめることができる。
【０１０７】
　プランジャ組立体１３は、ストロークの底部に近づくと、浮遊ラッチ手段１９は、下方
向に移動を開始し（プランジャヘッド２２により引っ張られる）、次いで、注射器カート
リッジ解放手段１７を時計回りに下方向に引く。この段階で、プランジャ組立体１３は、
注射器カートリッジ３から（ストロークの底部又は開始部に）完全に引き戻される。注射
器カートリッジ解放手段１７は、注射器カートリッジ３のフランジ３２の下を移動すると
、注射器カートリッジ３は、もはや前部に保持されておらず、注射器カートリッジ３は、
排出ばね（図示せず）により与えられる力によって、注射器カートリッジ投与装置から排
出される。この解放動作は、図７に示される。
【０１０８】
　注射器カートリッジ解放手段１７は、下方向に移動しつづけ、浮遊ラッチ手段１９から
離れ、プランジャ組立体１３はストロークの終端に到達する。注射器カートリッジ解放手
段と浮遊ラッチ手段１９間にもはやいかなる係合もない場合、浮遊ラッチ手段は、注射器
カートリッジ解放手段１７を過ぎて落下し、機構は、最初のトリガ１０による動作の開始
を再度開始するためにリセットされる。
【０１０９】
　もし、一回分の投薬量の一部のみが投与され、トリガが解放されル場合、一回分の投薬
量すべてが投与されるまで、装置は、カートリッジが解放されるのを妨げる。この特徴は
、例えば、動物が蹴飛ばし、投与の途中でユーザが素早くアプリケータを引っ込めた場合
のような動物の治療時に有益である。
【０１１０】
　（複数回式注射器カートリッジ投与装置）
　図８及び９に示されるように、注射器カートリッジストリップ１０１上の1つ以上の注
射器カートリッジから流体を投与するための注射器カートリッジ投与装置１００がある。
注射器カートリッジストリップ１０１は、既知のフレキシブルベースストリップ１０３上
に形成され、又は取り付けられた４つの注射器カートリッジを備える。そのようなストリ
ップ上に形成される注射器カートリッジの数はいくつでもよいが、この特定の実施の形態
では、４つの注射器カートリッジが、アプリケータは乳房への適用に特に有用であるもの
として示され、牛は４つの乳首を有しているので、１セットの注射器カートリッジを一頭
の牛の乳房を治療するのに使用することができる。各注射器カートリッジ１０２は、投与
側端部１１４と非投与側端部１１５を有する。
【０１１１】
　注射器カートリッジ投与装置１００は、アプリケータトリガ１０４、ハンドル１１６、
プランジャ組立体１０５、及びハウジング１０７内に収容される注射器カートリッジ保持
組立体１０６を備える。アプリケータは、さらに、割送り組立体（図８及び９に示さず）
を含んでいてもよい。しかし、最も単純な形状において、ストリップベースのバージョン
は、ユーザの親指に頼って、一回に一つのカートリッジを投与する位置に位置決めするよ
うにトラックに沿ってストリップを移動させることができる。カートリッジはストリップ
に取り付けられているので、使用されたカートリッジは押し出されて、流体に満ちた次の
流体の満ちたカートリッジが投与する位置に移動される。
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【０１１２】
　アプリケータトリガ１０４は、伸長位置から引込み位置へ第一の方向に移動可能である
。プランジャ組立体１０５は、トリガ１０４と接続され、トリガが伸長位置から引込み位
置に移動することによって、プランジャ組立体は、各注射器カートリッジから流体を排出
する。注射器カートリッジ保持組立体１０６は、投与する位置で、注射器カートリッジス
トリップ１０１と各注射器カートリッジ１０２を取り外し可能に受け入れ、保持する。好
ましくは、注射器カートリッジの長手方向軸線は、第一の方向に対して所定角度傾けられ
、所定角度は、約５－９０度の間であり、好ましくは、約４５度未満である。代わりに、
注射器カートリッジの長手方向軸線は、図３３－３５に示されるように、第一の方向に実
質的に平行に配置されてもよい。
【０１１３】
　注射器カートリッジ保持組立体１０６は、注射器カートリッジストリップのストリップ
１０３を支持し且つプランジャ組立体へのアクセスを可能とする溝又は穴のある支持部材
を含む。プランジャ組立体１０５は、管状支持及び付勢手段内に収容されるシャフト部に
結合されたヘッド部を有するプランジャを含む。 
【０１１４】
　アプリケータトリガ１０４は、ハンドル１１６に回転可能に接続されている。トリガ１
０４は、レバーアーム１１１及び１１２を備えるレバーアーム組立体に枢動可能に連結さ
れている。レバーアーム１１２の一端は、トリガ１０４の下部に枢動可能に連結し、レバ
ーアーム１１１の他端は、ハンドル１１６内のプランジャシャフトの下端部に枢動可能に
連結される。ハンドル１１６は、単式注射器カートリッジ投与装置のハンドルと同一のサ
イズであり、手で握って、次いで、指で快適に握ってトリガを動かすことができる。
【０１１５】
　トリガの他端は、曲線状のトラックに摺動可能に搭載され、ユーザによって作動される
と、下部の枢軸線のまわりを回転させる。図９に示されるように、プランジャシャフトの
下端部に接続されたレバーアーム１１１は、ローラ手段１１３によって回転可能に支持さ
れ、使用中に、トリガがユーザによって作動されると、レバーアーム１１１及び１１２は
、それらの間の枢軸点を中心に枢動し、レバーアーム１１１は、プランジャを押し上げ、
それにより、注射器カートリッジから流体内容物が放出されるように、ローラ１３を動か
す。
【０１１６】
　図１０及び１０Ａは、一つの注射器カートリッジ２０３から少なくとも１回分の投与量
の薬剤を投与可能に構成されたる注射器カートリッジ投与装置（一般的に、符号２００で
示される）。一つの注射器カートリッジ２０３は、注射器カートリッジストリップ２０４
を形成するように、少なくとも一つの他の注射器カートリッジ２０３と結合又は取り外し
可能に取り付けられ、各注射器カートリッジの中に投与可能な製品が入っている。装置２
００は、図１－６に示された装置１と同様に構成されてもよく、プランジャ組立体２０６
に回転可能に取り付けられるアプリケータトリガ２０５含む。プランジャ２０６は、アプ
リケータトリガとともに、上端部２０８及び下端部２０９を有するハウジングを形成する
ハンドル２０７に摺動可能に取り付けられる。使用中のトリガ２０５は、アプリケータの
前部に配置され、ハンドル２０７は、後部２１１に配置される。
【０１１７】
　トリガ２０５は、その下端部の回転軸２１２でハンドル２０７と枢動可能に接続され、
トリガの上端部は、割送り組立体に枢動可能に接続される。割送り組立体は、割送りリン
ク２１４、割送り搬送体２１６、割送り爪部２２０、割送り停止部２２３を含む。割送り
リンクは、一端でトリガと枢動可能に接続され、他端で割送り搬送体２１６と枢動可能に
接続されるレバー又はロッド又は細長状ストリップである。割送り搬送体２１６は、各端
部に配置されるローラ２１８及び２１９によって、トラック２１７内に摺動可能に配置さ
れる。割送り爪停止面２２１を有する割送り爪部２２０は、使用中に、トラック２１７に
平行な面を回転し且つアプリケータ２１０の前部の方に移動すると止められる割送り搬送
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体２１６の上面に取り付けられる。停止カム２２２及び割送り停止部２２３が設けられる
。割送り停止部２２３は、停止端部を有し且つ間でバネに固定されるロッド状部材を備え
る。停止カム２２２は、ハウジングに回転可能に取り付けられ且つハウジングに対して付
勢するように移動可能な部材を備え、該部材は、使用されているときに、トリガ２０５の
上端部のカム動作(cam)を可能とする外向きに面するカム面を提供する。
【０１１８】
　停止カム２２２は、ハンドル２０７に回転可能に接続され、バネ２２２ａにより下方向
に付勢される。停止カム２２２は、下部カム面を支えるトリガ２０５の動作により回転さ
せられる。停止ピン２２２ｂは、停止カム２２２の過剰な回転を防ぐ。割送り停止部２２
３は、プランジャ２０６に平行な軸線に沿って摺動可能な部材、停止端部２２３ａ、アバ
ットメント２２３ｂを備える。バネ２２３ｃは、停止カム２２２と割送り停止部２２３と
の間に設けられ、停止端部２２３ａを停止位置に付勢する（割送り停止はトラックを越え
て伸びる）。静止位置において、トリガ２０５は、停止カム２２２を押し上げて支え、そ
れにより、割送り停止部２２３は、割送り停止位置に上げられ、割送り停止位置は、注射
器カートリッジストリップ２０４が、注射器カートリッジストリップ２０４の初期装填中
に接触する停止面を提供する。
【０１１９】
　動作中、トリガ２０５は、引込み位置に回転され、停止カム２２２は、トリガ２０５の
カム面２０５ａから離れ、停止カム２２２が停止ピン２２２ｂに接触するまで下方に回転
する。この動作により、割送り停止部２２３は引っ込められる（引っ込められた割送り停
止部は注射器カートリッジストリップ２０４の割送りの準備ができている）。注射器カー
トリッジの内容部の投与後、トリガ２０５は、伸長位置に回転可能であり、それにより、
注射器カートリッジストリップ２０４は、割送りリンク２１４を介した割送り爪部２２０
の動作のもとで前方に割送りされる。トリガ２０５がその完全に伸長位置の近くにあると
き、カム面２０５ａは停止カム２２２を上方に回転させ、次いで割送り停止部２２３にか
けられる上向きの付勢力をもたらす。割送り停止端部２２３ａは、注射器カートリッジス
トリップ２０４の割送りホール２４０が真上に来るまで、完全に上がることはできず、真
上に来ると、割送り停止部２２３は、割送り停止位置まで上がる。
【０１２０】
　プランジャ２０６は、上端にヘッド部２２４を有し、さらに、ヘッド部２２４の下に隣
接して配置される戻りバネ２２５を有する。プランジャの下端の案内ブロック２２６、プ
ランジャ解放レバー及びプランジャ解放爪部２２８が、プランジャと作動的に接続される
。プランジャ解放爪部２２８は、戻りバネ２２８ａにより動作可能なＬ型の中心回転部材
を備える。レバー２２７は、Ｚ型部材を備え、その中央部分は、使用中に、解放爪部２２
８の部分と係合するように構成され、寸法決めされる鈎(フック)を各端部に有する。ブー
メラン型トランスファーリンク２２９が、プランジャ組立体に取り付けられ、その他端が
アプリケータトリガ２０５の下端に回転可能に取り付けられる。
【０１２１】
　図１０Ａは、注射器カートリッジ２０３が、ストリップ上の各注射器カートリッジ間に
折れやすく、分離可能な結合支持ストリップ２３５によって、非投与側端部に結合されて
いる注射器カートリッジストリップ２０４の例を示す。注射器カートリッジ２０４は、前
端部２３６と後端部２３７を有する。支持ストリップ２３５は、注射器カートリッジスト
リップが注射器カートリッジ投与装置に使用されているときに、注射器カートリッジの割
送りを可能とするために、注射器カートリッジ２０４上の各注射器カートリッジ２０３間
に配置される割送りホール２４０を有する。
【０１２２】
　図１１に示されるように、注射器カートリッジストリップ２０４は、ストリップの前端
部２３６が割送り停止部２２３に接するか、それによって止められるまで、アプリケータ
の上側後部に配置された注射器カートリッジ保持組立体２３８内に挿入又は装填される。
注射器カートリッジストリップが、注射器カートリッジ保持組立体に装填されると、最初
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の注射器カートリッジの非投与側端部は、割送り爪部２２０を越えて移動し、それを押し
下げる。最初の注射器カートリッジが割送り爪部２２０を越えて移動した後、次いで、割
送り爪部２２０は、図１２に示すように、割送りホール２４０により、注射器カートリッ
ジストリップ２３５と係合するように上方に回転し、所定位置に注射器カートリッジをし
っかりと保持する。
【０１２３】
　注射器カートリッジ投与装置を使用するために、アプリケータトリガ２０５がハンドル
２０７の方に押される。図１３は、トリガが部分的に押し下げられ、一回分の投与量の一
部が投与される使用状態の装置を示す図である。トリガ２０５は、枢軸２１２によってハ
ンドル２０７に回転可能に接続され、トリガ２０５は、プランジャ２０６をトランスファ
ーリンク２２９及び後部リンク２３０によってプランジャ組立体２０６に作動的に接続さ
れ、それによって、トリガが作動されると、ハンドル２０７に対して所定角度でプランジ
ャ２０６を上方向に移動させ、その移動によって、一つの注射器カートリッジは今にも投
与しそうになり、プランジャヘッド２２４が、注射器カートリッジから注射器カートリッ
ジの内容物を押して放出するように動作する。トランスファーリンク２２９は、プランジ
ャ解放レバー２２７に加えて案内ブロック２２６の変換された上方移動に伴って回転し、
接触面２０６ａを介して、プランジャ２０６を上げる。案内ブロック２２６及び解放レバ
ー２２７及びプランジャ２０６が上がると、プランジャ解放爪部２２８はプランジャ解放
爪部戻りバネ２２８ａの付勢に対して回転可能にはずされる。
【０１２４】
　図１３は、カートリッジ本体及びその中の少なくとも投与物がハウジングからわずかに
突出しているのを示す。これにより、ユーザは、フォロワ２７がそのストロークの端部の
方に移動してカートリッジ本体の投与側端部の内部に接触する動きを見ることができる。
かくして、カートリッジの位置及びカートリッジ本体の透明性及び半透明性により、装置
の動作を可視的に確かめることができる。
【０１２５】
　さらに、トリガ２０５が作動されると、トリガ２０５の上端部は、停止カム２２２がバ
ネの作用で落ちるように、停止カム２２２の下部カム面に対してカム動作(cam)を行い、
停止カム２２２が、割送り停止部２２３を下げる又は引き下げるように下向きに動くこと
ができるようにする。さらに、図１３に示されるように、割送りリンク２１４は、右方又
は装置の後方に移動して、割送り搬送体２１６をそれと共に回転させ、それにより、割送
り爪部２２０を押し下げる又はトグル動作させる。
【０１２６】
　図１４は、一回の投与量が完全に投与されたときの注射器カートリッジ投与装置を示す
。プランジャヘッド２２４は、移動可能な限り注射器カートリッジ内に押され、プランジ
ャ解放レバー２７がプランジャ解放爪部２２８から離れて、プランジャ解放爪部２２８が
戻りバネ２２８ａの作用で反時計まわりに回転する。さらに、割送り搬送体２１６は、搬
送トラック２１７の端部に到達し、それにより、割送り爪部２２０は、第二及び第三の注
射器カートリッジの間の割送りホール２４０で注射器カートリッジストリップと係合する
。
【０１２７】
　図１５及び１６は、一回の投与量が投与され、トリガ２０５が解放された後の注射器カ
ートリッジ投与装置の動きを示す。図１５に示されるように、トリガ２０５が戻ると、プ
ランジャ２０６は完全に引っ込められ、一方で、割送り停止部２２３が停止カム２２２に
よって下方向に引かれるように、注射器カートリッジストリップ２３５は、割送り停止部
２２３を越えて進む。注射器カートリッジが割送りされる前に、レバー２２７は解放され
、プランジャ２０６は、注射器カートリッジストリップ２３５から完全に引っ込められ、
割送り搬送体２１６は、ハンドル戻りバネの作用により、割送りリンク２１４及びトリガ
２０５を介して前方に引っ張られる。割送り爪部２２０は、注射器カートリッジストリッ
プ２３５をトリガ２０５の方の前方へ引き、次の注射器カートリッジが投与位置に配置さ
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れる。
【０１２８】
　図１６は、内容物が投与されて空となった最初の注射器カートリッジとともに、開始位
置に戻ったトリガ２０５を示す。最初の注射器カートリッジは、注射器カートリッジ投与
装置から切り離され、又は排出され、又は、全ての注射器カートリッジが投与され、又は
、空になるまで、単純に前方に移動され、注射器カートリッジのストリップ全てが、装置
から取り外され、又は排出可能な状態となっている。プランジャ組立体２０６は、第二の
注射器カートリッジと一直線上になり、それにより、トリガ２０５が再度押されると、そ
の内容物を投与可能な状態となっている。プランジャ解放レバー２２７は、プランジャ２
０６と再係合し、割送り搬送体２１６は、左方又はトラック２１７の前端部に引かれ、割
送り爪部２２０の停止により、第二及び第三の注射器カートリッジ間に注射器カートリッ
ジストリップ２３５は係合するが、必要なときにトグル動作する。トリガ２０５の解放に
より、割送り停止カム２２３は、注射器カートリッジ割送りホール２４０に押し込まれ、
停止を与える。
【０１２９】
　図１７－２９は、注射器カートリッジ投与装置の可能性のある実施の形態のさらなる例
を示し、装置の本体の上部に配置される注射器カートリッジ保持組立体の構成が変更され
る。一般的に、注射器カートリッジ保持組立体は、注射器カートリッジストリップの挿入
を可能とするように構成されるＵ型部を有する。Ｕ型部は、底部及び側壁を有する。底部
は、溝、又は装置で使用される注射器カートリッジストリップの形状又はスタイルに応じ
た別の構造を有する。一般的に、Ｕ型部は、注射器カートリッジストリップの挿入又は排
出を容易にするために、装置の上部の全長にわたっている。
【０１３０】
　図１７及び１８は、上部３０２、下部３０３、後部３０４及び前部３０６を含む注射器
カートリッジ投与装置（一般的に符号３００で示される）を示す。装置の上部３０２は、
Ｕ型部(一般的に符号３１０で示される)の形状の注射器カートリッジ組立体を含む。注射
器カートリッジ保持組立体３１０は、使用中に注射器カートリッジを収容するトラック又
はランプを形成する底部３０９及び側壁３０８を有する。側壁３０８は窓部３１１を有し
ていてもよい。各側壁３０８の底部には、受領部３１５があり、それは、装置で使用され
る注射器カートリッジストリップの底部を収容するように寸法決めされ、形作られる。注
射器カートリッジ投与装置３００は、アプリケータトリガ３１９及び後部ハンドル３２０
を有する。上述したように、アプリケータトリガ３１９は、後部ハンドル３２０及び内部
プランジャ組立体（図示せず）に回転可能及び作動的に接続され、必要に応じて、注射器
カートリッジストリップの各注射器カートリッジの連続的な投与を可能とする。注射器カ
ートリッジは、装置の後部３０４に挿入され、使用している間、注射器カートリッジは、
それらの内容物の各々が投与されながら、（割送り組立体の動作により）前部３０６の方
に移動する。使用された注射器カートリッジは、注射器カートリッジストリップが、装置
から取り外され、又は排出されるまで、装置の前部で垂れる。
【０１３１】
　装置の注射器カートリッジ保持組立体３１０は、内容物が投与される前に、注射器カー
トリッジから保護キャップを取り外す機構を含んでいてもよい。例えば、図１７及び１８
において、各注射器カートリッジは、圧搾機構により取り外される保護キャップを有する
。従って、装置の注射器カートリッジ保持組立体３１０は、注射器カートリッジが正しい
投与位置にあるときに、その内容物が投与される前に、注射器カートリッジから保護キャ
ップが自動的に取り外されるように、注射器カートリッジの頂部を圧搾するように作用す
る対向するノッチ、又はそれに類するような機構を各側壁に含む。
【０１３２】
　図１８Ａ－１８Ｃは、注射器カートリッジ投与装置に使用される注射器カートリッジス
トリップ（一般的に符号３０５で示す）の例を示す。一般的に、注射器カートリッジスト
リップは、間隔をあけた複数の注射器カートリッジと接続されるように構成される底部を
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備え、各注射器カートリッジは、投与する流体を収容するように構成される本体を有し、
投与側端部は、本体から流体を放出可能に構成され、非投与側端部は、注射器カートリッ
ジ投与装置のプランジャが、注射器カートリッジから流体を放出するために、当該端部と
係合可能に構成される。注射器カートリッジストリップ３０５は、装置の注射器カートリ
ッジ保持組立体３１０の形状及び構成、及び、装置を通って注射器カートリッジを進ませ
るために装置によって使用される割送り組立体のタイプに応じて、その形状及び構成が変
更可能である。例えば、図１８Ａは、各注射器カートリッジ間に、コンサーティーナ(con
certina)形状のリンク３２８を有する注射器カートリッジストリップ３０５を示す。
【０１３３】
　注射器カートリッジ投与装置が、注射器カートリッジの割送りを自動的に行うように構
成される場合、好ましくは、注射器カートリッジストリップの底部は、割送り手段を備え
る。図１８Ｂは、割送りホール３２６の形状の割送り手段を備えた底部３２５を有する注
射器カートリッジストリップ３０５を示し、割送りホール３２６は、間隔をあけた各注射
器カートリッジの間に配置され、使用中に、注射器カートリッジ投与装置の爪部が注射器
カートリッジストリップと係合すると、それを収容する。図１８Ｃは、一対の対向する凹
部３２７の形状の割送り手段を備えた底部３２５を有する注射器カートリッジストリップ
３０５を示し、凹部３２７は、間隔をあけた各注射器カートリッジ間の底部の各縁部に配
置され、使用中に、注射器カートリッジ投与装置の爪部が注射器カートリッジストリップ
と係合すると、それを収容する。
【０１３４】
　図１９及び２０は、図１７及び１８の実施の形態と同様の注射器カートリッジ投与装置
の別の例を示すが、側壁は、視認性、及びそこに装填されたときの装置の注射器カートリ
ッジ保持組立体及び注射器カートリッジストリップへの指によるアクセス性を向上させる
ための切欠部３５３である。切り取られた側壁３５３は、内容物が投与される前に注射器
カートリッジから保護キャップを取り外すように構成されてもよいステンレス又は他の材
料で作られたレール３５５を有していてもよい。
【０１３５】
　図２１及び２２は、注射器カートリッジ投与装置のさらなる例を示す。この実施形態で
は、注射器カートリッジ保持組立体３６３は、その全長にわたって側壁３６１を有しない
。装置３６２の前部の側壁は、使用中に、注射器カートリッジストリップの底部を受ける
ための受領機構３６０のみを残して切り取られる。矢印は、装置の動作中の注射器カート
リッジストリップの通常の移動方向を示す。注射器カートリッジストリップは、後部３６
６から装填され、前部３６２の方へ移動する。この実施形態において、切り取られた側壁
３６１により、注射器カートリッジが投与される前に、注射器カートリッジから保護キャ
ップを手動で取り外すことができる。
【０１３６】
　図２３及び２４は、注射器カートリッジ投与装置のさらなる例を示す。この実施形態に
おいて、注射器カートリッジ保持組立体は突出したループ状のレール３７８を収容するよ
うに構成される側壁３７１を含み、レール３７８は、側壁に固定されるか、注射器カート
リッジ３８１の割送りを可能とするために手動で押すことができるように側壁内に摺動可
能であるかのいずれかであってよい。この実施形態は、注射器カートリッジストリップを
後部３７６から装填し、使用中に、保護キャップ３８０を手動で取り外しながら、前部３
７２の方へ移動させるのを可能とする。装置は、使用された各注射器カートリッジを切断
又は切り離すために、アプリケータトリガと独立した、又は連結された戻り止めの形状で
ある例えば刃物のような切断手段３８３を含む。図２５及び２６は、ループ状のレールが
、一端３９８でのみループとなっており、前部ではなく、装置の後部３９６からのみ突出
していることを除いて、図２３及び図２４と非常によく似た注射器カートリッジ投与装置
の例を示す。レール３９８は、この場合も、装置の注射器カートリッジ保持組立体の側壁
に固定され、又は摺動可能に取り付けられてもよい。また、装置は、使用された各注射器
カートリッジを切断又は切り離すために、アプリケータトリガと独立した、又は連結され
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た戻り止めの形状である例えば刃物のような切断手段３９９を含んでいてもよい。
【０１３７】
　図２７は、後部ではなく前部から突出し、前部から注射器カートリッジストリップを装
填して後部からの排出を可能とするレール４５５を含む注射器カートリッジ投与装置のさ
らなる変形を示す。これは、視認性と使用の容易性を向上させることができる。図２７Ａ
は、注射器カートリッジが固定の間隔をあけた連結部４５６を有する注射器カートリッジ
ストリップの例を示す。
【０１３８】
　図２８は、図２７と同様に、注射器カートリッジ投与装置のさらなる変形を示し、注射
器カートリッジストリップが前部５０２から装填され、使用された注射器カートリッジの
取り外し又は排出も装置の前部で行われる可能性について例示する。
【０１３９】
　図２９は、異なるタイプの注射器カートリッジストリップを受け入れるように構成され
る注射器カートリッジ投与装置の実施形態の別の変形を示す。この例の注射器カートリッ
ジストリップ６０５は、それぞれ保護キャップ６０７を備えた複数のノズル６０６を有す
る一つの円筒形収容器の形状である。割送り組立体は、注射器カートリッジストリップ６
０５に連結され、ストリップ６０５は、ストリップ６０５に取り付けられ、又はストリッ
プ６０５の一部を形成する割送り手段６０８を有し、使用中に注射器カートリッジ投与装
置の割送り爪部と係合するためのノッチ又は凹部６１０を有する。割送り手段は、必要に
応じて、ユーザが割送り手段６０８を押す又は移動させることにより、注射器カートリッ
ジの手動割送りを可能とする。注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジスト
リップ６０５の摺動による挿入及び保護キャップの手動による取り外しを可能とする切り
欠き側壁（一般的に符号６１１で示される）を備えた注射器カートリッジ保持組立体を有
する。
【０１４０】
　当業者によって理解されるように、ここに記載された注射器カートリッジ投与装置のい
かなる実施形態は、いかなる方向にも注射器カートリッジストリップを装填し、取り外し
又は排出することを可能に構成される。例えば、装置は、注射器カートリッジを前部から
装填し、使用中に後部に移動させ、続いて、後部から使用された注射器カートリッジの取
り外し又は排出を可能とするように構成されてもよい。同様に、注射器カートリッジスト
リップは、例えば、前部から装填され且つ排出され、又は後部から装填され且つ排出され
るように、アプリケータの同一部分から装填され、次いで取り外され、又は排出されても
よい。
【０１４１】
　図３０Ａ－３０Ｎは、必要ならば、注射器カートリッジを使用することなく長期間保存
できるように、注射器カートリッジの内容物が注射器カートリッジ内に密封される注射器
カートリッジストリップの実施形態を示す。図３０Ａに示されるように、注射器カートリ
ッジは、投与側端部７０１、及び注射器カートリッジの全てを一緒に取り付けるストリッ
プを形成する底部７０３を有する。好ましくは、ストリップは、ＰＥＴラミネートで形成
され、各カートリッジのストリップ及び本体７０２の両方は、同じ材料で形成される。典
型的には、各カートリッジは、ストリップの材料のＰＥＴからプロ－成型され、針を備え
た投与先端部は、その端部に取り付けられる。注射器カートリッジは、注射器カートリッ
ジの密封された内容物を収容する胴部７０２を有する。内容物は、好ましくは、アルミニ
ウムシールにより溶封される。図３０Ｂは、図３０Ａの断面図であり、注射器カートリッ
ジ投与装置のプランジャが動作していないときの注射器カートリッジの内側を示す。注射
器カートリッジは、注射器カートリッジの内容物７０５の放出が必要なときにシールに穴
をあける穿孔機構７０４を含む。注射器カートリッジは、さらに、注射器カートリッジの
非投与側端部に配置されるフォロワ７０６を含み、フォロワ７０６は、プランジャ（図示
せず）のヘッドが接触して、使用中に、流体を注射器カートリッジから注射器カートリッ
ジの投与側端部７０１の方へ押すのを可能とするように構成される。図３０Ｃは、注射器
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カートリッジ投与装置のプランジャが動作した後の注射器カートリッジの内側の断面図で
ある。プランジャが作動すると（アプリケータトリガの動作により）、注射器カートリッ
ジ本体内に摺動して嵌合するように寸法決めされるプランジャのヘッド７０７は、フォロ
ワ７０６を押し、次いで、注射器カートリッジの内容物７０５を注射器カートリッジの投
与側端部７０１の方へ押し上げ、シールが穿孔機構７０４に到達して、穿孔機構７０４が
シールに穴をあけて、注射器カートリッジの内容物を注射器カートリッジの投与側端部に
放出させ、こうして、動物が治療される。自動穿孔機構及び方法の図が図３０Ｎに示され
る。この図において、左図は、プランジャの動作前であり、溶封されたアルミニウムホイ
ル７０９が注射器カートリッジ本体内の液体の確実なシールを提供する。シールは、穿孔
尖端部７０４のすぐ下にある。中央図において、プランジャは、カートリッジの本体内で
フォロワを押し上げ、液体の容積は、アルミニウムホイル７０９を上方に押し込んで、穿
孔尖端部に接触させる。符号７０９Ａは、穿孔尖端部がまさにアルミニウムホイル７０９
に穴をあけた状態を示す。図３０Ｎの右側の第三の図において、ピストンは、液体を押し
込んで、投与側端部の開口部でアルミニウムホイルを破るように、フォロワをカートリッ
ジの本体内で押し上げ続け、符号７０９Ｂは、液体が、投与側端部を通って、針先端部を
通って放出可能にアルミニウムホイルが破られた状態を示す。図３０Ａ－３０Ｃにおいて
、注射器カートリッジの胴部は、注射器カートリッジストリップの一側面に配置され、又
は一側面から突出している。しかしながら、注射器カートリッジの胴部の全て又は一部は
、注射器カートリッジストリップの下面に配置され、又は下面から突出していてもよく（
図３０Ｅ）、このとき、注射器カートリッジの投与側端部は、他方の面から突出する（図
３０Ｄ）。注射器カートリッジ内のプランジャの動作は、図３０Ｆ及び３０Ｇに示される
ように、同じである。
【０１４２】
　図３０Ｈ－３０Ｍは、注射器カートリッジストリップ上の注射器カートリッジの同様の
実施形態を示すが、この実施形態では、注射器カートリッジの胴部が、注射器カートリッ
ジの内容物の放出を補助するためのコンサーティーナのような形状である。注射器カート
リッジストリップのこの実施の形態では、プランジャ組立体が、注射器カートリッジ本体
の内容物を放出させるために、注射器カートリッジ本体に入るように構成又は形成される
必要がない。むしろ、プランジャ組立体は、注射器カートリッジの表面に接触して圧力を
かけるように構成されてもよく、その結果、容器の素材は、内容積を減らすように、縮み
又は実質的につぶされ、それにより、注射器カートリッジの内容物が、注射器カートリッ
ジの投与側端部へ圧搾され、又は押し込まれ、その結果、内容物が放出される。図３０Ｈ
－３０Ｊは、注射器カートリッジの胴部７０２がストリップの一つの側のみに取り付けら
れ、又は一つの側のみから突出している場合の片面の実施形態を示し、一方、図３０Ｋ－
３０Ｍは、注射器カートリッジの胴部７０２の全て又は一部がストリップの下面側から突
出し、投与側端部７０１が他方の面から突出する両面の実施形態を示す。
【０１４３】
　図３１Ａ－３１Ｃは、注射器カートリッジの内容物がふいご状袋内に密封される注射器
カートリッジストリップの実施形態を示す。図３１Ａは、袋の少なくとも一部とそれから
突出する投与側端部７１０を備えた注射器カートリッジストリップの一つの側を示し、図
３１Ｂは、ストリップの下面側から突出する袋７１１の残部を備えたストリップの下面側
を示す。図３１Ｃは、注射器カートリッジの密封された内容物及び穿孔機構７１３を示す
注射器カートリッジストリップの断面図である。注射器カートリッジ投与装置（図示せず
）が作動すると、プランジャ組立体は、矢印方向に袋を押し、穿孔機構は、袋のシールに
穴をあけ、その内容物を放出させる。図３２Ａ－３２Ｃは、異なる形状の袋（ふいご状よ
りも細長く平たい）を備えた注射器カートリッジの同様の実施形態を示す。これらの注射
器カートリッジストリップを使用する場合、プランジャ組立体は、その内容物を放出させ
るのに注射器カートリッジ本体に入るように構成され、又は形成される必要はない。むし
ろ、プランジャ組立体は、注射器カートリッジの表面に接触して圧力をかけるように構成
されてもよく、その結果、容器の素材は、内容積を減らすように、縮み又は実質的につぶ
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され、それにより、注射器カートリッジの内容物が注射器カートリッジの投与側端部へ圧
搾され、又は押し込まれ、その結果、内容物が放出される。
【０１４４】
　図３５Ａ－３５Ｄは、注射器カートリッジの別の可能性のある実施形態を示し、好まし
くは、図３１Ａ－３１Ｃ及び３２Ａ－３２Ｃに示されるような密封された袋を備えた注射
器カートリッジストリップを用いる。注射器カートリッジ投与装置のこの実施形態では、
注射器カートリッジ保持組立体は、装置のハウジングの周囲に配置され、注射器カートリ
ッジストリップは、装置の上面を通過するよりは、装置の周囲を給送される。装置は、使
用中の相互汚染を防止するための保護シュラウド７２５を含んでいてもよい。保護シュラ
ウドは、孔部７２６を有し、そこから、一回分の投薬量が投与されるとき、注射器カート
リッジの投与側端部７２７が突出する。図３５Ｃは、アプリケータトリガ７２９が、その
端部に加圧パッド７３１を含むプランジャ組立体にどのように作動的に接続されているか
を示し、一回分の投薬量が投与される場合に、段階的に圧力を加える動作を通じて、注射
器カートリッジの内容物の全てが放出される（図３５Ｄ参照）。加圧パッド７３１は、内
容物を放出させるために各注射器カートリッジ内に入る必要はなく、むしろ、注射器カー
トリッジの表面に接触して、圧力をかけるように構成され、その結果、容器の素材は、内
容積を減らすように、縮み又は実質的につぶされ、それにより、注射器カートリッジの内
容物が注射器カートリッジの投与側端部へ圧搾され、又は押し込まれ、その結果、内容物
が放出される。
【０１４５】
　図３３及び３４は、ここに記載される注射器カートリッジストリップのいずれも使用で
きる注射器カートリッジ投与装置のさらなる例を示す。装置は、プランジャ組立体７１６
及びアプリケータトリガ７１７に作動的に接続され、且つ注射器カートリッジが、連続的
な投与のための正しい位置に装填されるように、注射器カートリッジストリップを前進さ
せるように構成される歯車７１５の形状の割送り組立体を有する。注射器カートリッジス
トリップは、装置の後部７１８から挿入され、使用された注射器カートリッジは、装置の
前部７１９から排出され、又は取り外されるか、又は、使用後に装置の内部に捕捉される
かのいずれかであってよい。装置の後部ハンドル７２０は、投与中に装置の角度の調節を
可能とする枢軸点７２１に取り付けられてもよい。図３４は、使用中に、注射器カートリ
ッジ保持組立体７２２が注射器カートリッジストリップを受け入れるように配置された装
置の上部を示す。注射器カートリッジ保持組立体は、使用中の注射器カートリッジの汚染
のいかなる可能性を避けるための保護シュラウド７２３により覆われてもよい。保護シュ
ラウド７２３は、孔部７２４を有し、そこから、注射器カートリッジの投与側端部が、動
物に投与するために突出する。
【０１４６】
　一般的に、複数回式注射器カートリッジ投与装置の使用は、次の工程を含む。
　割送り停止部が作動され、第一の注射器カートリッジが投与位置にくるまで、注射器カ
ートリッジストリップを装置の注射器カートリッジ保持組立体に手動で装填し、
　アプリケータトリガを押し下げてプランジャ組立体を作動させ（それにより、第一の注
射器カートリッジの内容物が投与される）、それと同時に、割送り組立体に、注射器カー
トリッジストリップ上の次の注射器カートリッジを投与位置に位置決めする処理を開始さ
せ、
　アプリケータトリガを解放し、それにより、プランジャ組立体がアプリケータを押し戻
し、その結果、割送り停止部が作動され、次の注射器カートリッジが投与位置に来るまで
、割送り組立体は、注射器カートリッジストリップを前方に移動させ、
　注射器カートリッジストリップのすべての注射器カートリッジが投与されると、注射器
カートリッジの使用されたストリップは、装置から手動で取り外され、又は装置から単に
落下する。
【０１４７】
　当業者によって理解されるように、注射器カートリッジ投与装置及び注射器カートリッ
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である。
【０１４８】
　（利点）
　例示された注射器カートリッジ投与装置の実施形態は、以下の利点の一つ又はそれ以上
を提供する。
　ａ）注射器カートリッジは、改良された向きに保持され、注射器カートリッジの内容物
の投与を容易にする。
　ｂ）アプリケータトリガは、複数の指を受け入れ可能に構成され、投与する力を、手の
より広い範囲の筋肉に広げることによって、使用中における手の緊張や疲労を和らげる。
【０１４９】
　ｃ）注射器カートリッジが早まって解放されるのを防止する。
　ｄ）注射器カートリッジの内容物が完全に投与されると、注射器カートリッジは、自動
的に排出され、又は移動する。
　ｅ）装置は、プランジャを有しない注射器カートリッジを用いることができ、注射器カ
ートリッジのコストを削減する。
【０１５０】
　ｆ）注射器カートリッジが独立したプランジャ要素を有する必要がないことによって、
注射器のこの部分がもはや必要なくなるので、廃棄物が実質的に減る。さらに、複数回式
注射器カートリッジ投与装置が使用される場合、複数の注射器よりは、注射器カートリッ
ジストリップのみが必要となり、大量の廃棄物をなくすことができる。
【０１５１】
　ｇ）注射器カートリッジ投与装置に装填されたときの注射器カートリッジの角度は、注
射器カートリッジのノズルか動物の乳首とを一列に合わせるときに必要とされる手首のね
じれを最小にする、又はなくすように設定される。
【０１５２】
　ｈ）アプリケータトリガは、直接的な機械結合でプランジャと接続される。それゆえ、
一回分の投与量を投与していると、ユーザは、“フィードバック”（感触）の力を受け、
フィードバックにより、ユーザは、各一回分の投与量の投与を監視し、制御することがで
きる。
【０１５３】
　ｉ）注射器カートリッジ投与装置は、一つの注射器カートリッジ、又は複数の注射器カ
ートリッジのストリップを素早く、そして簡単に装填することができる。
　ｊ）注射器カートリッジ投与装置は、注射器カートリッジ内に収容される一回分に投与
量が完全に投与された明確な表示を提供する。
【０１５４】
　ｋ）注射器カートリッジ投与装置及び注射器カートリッジはコンパクトであり、動物の
乳房の下の限られた空間で容易に操作することができる。
　ｌ）注射器カートリッジ投与装置は、汚染のリスクを最小限にするように具体的に設計
される。
　ｍ）注射器カートリッジストリップは、汚染のリスクを最小限にするように、ノズル間
に十分な間隔を確保するように設計される。
【０１５５】
　（変形）
　この明細書の記載を通じて、用語「備える」(comprise、及びその変形comprising、com
prises)は、他の付加物、部品、完全体、又は工程を排除するものではない。上述は、本
発明の例示を説明するために与えられたと当然に理解され、そのような全て、及び当業者
にとって明らかな本発明の他の改変や変形は、以下の特許請求の範囲で述べられる本発明
の広い範囲及び領域内に入るとみなされる。
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